平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　大型野生動物保護対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　   

環境生活部　清流の国ぎふづくり推進課　生物多様性担当　　　   

電話番号：058-272-1111（内2700）　　　　　　　  
   

E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp



     
	事業費


　要求額：8,916円（前年度予算額：10,400千円）

	事業内容


	１　事業の内容


ツキノワグマの錯誤捕獲防止を目的とした「脱出口付き大型獣類(イノシシ等)捕獲オリ」の普及を図るため、市町村に対し購入費の補助を行う。
捕獲されたツキノワグマを全て殺すのではなく、出没や捕獲の状況に応じて対応するため、麻酔の施術を専門家に委託し、放獣への対応を図る。また、ツキノワグマによる人身被害等の発生防止に係る調査や研修を実施する。
	２　所要経費


（１）脱出口付き捕獲オリ購入補助金　　4,200千円
（２）大型野生動物放獣関係費　　　　　4,716千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

	２　これまでの取組状況


ツキノワグマ捕獲マニュアルや特定鳥獣保護管理計画(ツキノワグマ)第１期において、ツキノワグマが恒常的に生息する地域では、あらかじめ誤ってわなの中に入ってくる場合を想定し、自力で脱出可能な構造の箱わなを使用するように啓発している。
捕獲されたツキノワグマについては、専門機関の協力を得て対応できるような体制整備をした。
	３　これまでの取組に対する評価


イノシシの農業被害が拡大する中で、脱出口付き捕獲用オリは普及し始めているが、ツキノワグマが恒常的に生息する全域の全ての大型獣捕獲用オリが脱出口付きとなっているとはいえない状況で、錯誤捕獲時の対応や放獣作業中の人身事故の発生が問題となっている。
オリの中に入ったツキノワグマのうち、放獣可能と判断された個体を安全に放獣するために、麻酔対応ができる体制の維持が必要となっている。
市町村職員等を対象としたツキノワグマの生態等に関する研修会を実施し、人とツキノワグマの接触を極力減らすことの重要性についてその普及に努めている。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
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	その他
	県　債
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予算額
	10,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,400

	要求額
	8,916
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,916

	決定額
	8,916
	
	
	
	
	
	
	
	8,916


